
東三河狭山ニュース 

 
 狭山事件をご存じですか？ 

 石川一雄さんは無実なのに殺人犯。無実なのに 32年も刑

務所に入れられました。59年たった今も殺人犯のままです。

私やあなたが石川さんだったかもしれません。 

狭山カフェは、喫茶店などで、映像や模型や実演を通し

て「見える化」し、狭山事件の「どうして？」に分かりやすく迫

ります。石川一雄さんがなぜ無実と言えるのか、なぜ犯人に

されたのか、きっとよくわかると思います。 

◇1月 15日（日）14～16時 

古書店カフェ「BOOKCUP」 
豊川市麻生田町宮東 57－2  0533－85－2715 

世界のコーヒーと思わず手

に取ってみたくなるような古

書と出合える、隠れ家のよう

なカフェです。 

落ち着いた雰囲気の中で、

じっくりと狭山事件に出合い

ませんか？狭山事件につい

て知らない方、久しぶりの方、

大歓迎です。 

◇1月 29日（日）16～18時 豊橋駅前デッキ 
 

初めての屋外狭山カフェ！です、寒いけど。 
スクリーンに①DVD の映像を映します。狭山事件が冤罪であ

り、石川一雄さんが無実であることがすぐに分かると思いま

す。無実を示す②「鴨居の模型」と③「読んで狭山事件が分

かる横断幕」も展示します。ぜひ見に来てください。①～③を

見れば無実であることは確信できると思います。豊橋駅前に

3つを見に来てください。お待ちしています。 

狭山事件の再審を求める東三河の会 
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狭山事件って？そうだ、狭山カフェへ行こう 



再審開始、鑑定人尋問を

求める署名に協力を！ 
 全国２０万人署名に取り組んでいます。

１０月２８日の狭山中央集会では、１０万を

超える署名がステージに積み上げられま

した。無実の人をいつまでも殺人犯にする

わけにはいきません。さらに大きな世論を

東京高裁に届けたいと思います。 

 東三河でも１０００筆を目標に頑張ってい

ます。ご協力をお願いします。 

「狭山」と石川一雄さん夫妻が私たちに共感と連帯を生む 

東愛知新聞記事 

 11月 23日、私たちは

全国の狭山事件の支

援者とともに、再審開

始を訴える街頭行動を

しました。新聞社の取

材を受けて、記事にな

りました。新聞社と記者

さんに感謝です。 

 ある出会い 
この日、「読んで分かる

横断幕」を読んでいる

ひとりの女性に会いま 

した。 

「わたし、この事件知っ

てます」 

「え、そうなんですか。あまり多くはないんですよ」 

「石川さんのお話、豊川で聞きました。」 

「そうなんですか、ぼくはあの集会で司会やってました」 

「あの話を聞いて、わたしすごく感動したんです」 

「そうですよね、ぼくも石川早智子さんの話に感動しまし 

 た、あの会場にいた人で感動した人はとても多かった 

と思います。」 

 早智子さんのお話 
 文字の読み書きがほとんどできなかった夫石川一雄に、
石川の無実を確信した刑務官のひとりは「無罪になりたか

ったら、文字を覚えなさい」と、献身的に文字を教えました。

石川も学校時代に身につけることができなかった読み書

きの力を取り戻すために必死に勉強しました。石川は刑

務所で文字を獲得し、無実を発信できるようになりました。 

 32 年後、刑務所から仮出所した石川に、文字を教えた

刑務官の方から、お子さんの結婚式に招待されました。

「晴れの舞台」に参加したことがない石川には礼服も白い

ネクタイもありません。黒い背広を着て慌てて買った白い

ネクタイを締めて一人で出かけました。出かける前も帰っ

てきてからも石川は嬉しくて興奮気味でした。式では挨拶

もさせていただいたそうです。刑務官との出会いは石川にとっては、一生を左右する大きな出来事だった

と思います。 

共感と連帯 
私も女性もこの早智子さんのお話を聞いて感動しました。ここには、多くの共感があります。石川さんの

無実を確信した刑務官の努力、それに応えた石川さん、二人の信頼関係への共感。文字を獲得したこと

による人間的な成長への共感。その話を聞いた人同士がその時感じた感動を、豊川で集会があった５年

前という時を超えて共有したことへの共感、これらの共感は、差別は許さないとか、人権を取り戻すとか

の連帯につながるものだと思います。石川さんの人権は、すべての人の人権につながっていると思いま

す。                                                          （山崎）                       


